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要 約
本研究は、福祉専門職の人材の定着率の向上や施設職員の労働環境の改善のための方策等につ
いて検討することを目的とする。福祉専門職として長年一つの施設に勤務している職員に対しイ
ンタビューを実施し、継続して就労することが可能となった要因について検討を行った。
その結果、福祉専門職が長期間の継続的な就労を可能とする要因は、【環境】、【仕事への満足】、
【夢の実現】、【職場への思い】であることが明らかになった。【環境】では、職場の雇用環境、
特に職場の人間関係が良好であることやスーパービジョン等の教育体制が充実していること、
キャリアアップ等の人材育成体制の構築が必要であること、家族・家庭環境では、子育て世代に
おいて、配偶者や家族の仕事への理解と協力、保育所等のサービスの有効活用等、就労継続を支
える家族・社会資源の活用の条件があった。【仕事への満足】は、仕事に対する自らの興味関心
や適性などについて自己覚知することにより、仕事に対する納得、また、専門職として自己肯定
が影響することが伺えた。【夢の実現】は、専門職としての自己実現への内発的動機として捉え
ることができ、価値、倫理を基盤として専門職として成長したいという姿が見受けられた。【職
場への思い】は、採用に対する感謝の気持ちや自分を育ててくれた先人への恩返しという気持ち
が、職場の期待に応えたい、職場のために頑張りたいという就労継続への動機となっていること
が伺えた。
以上のように、福祉専門職の継続的な就労においては、外的な要因として職場における円滑な
人間関係の構築、スーパービジョン等の研修教育体制の充実、職場外の家族の理解と社会資源の
活用と内的な要因として、専門職としての自己実現、専門性の向上が挙げられ、その双方がバラ
ンスよく発展した先に職場への思いがあり、職場へのロイヤリティの高さが継続的な勤務に関連
していることが伺えた。
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．研究背景と目的
近年、我が国では福祉人材不足が叫ばれ、福祉現場での労働環境やサービスの質の低下等が危
惧されている。特に、介護現場においては他の産業と比べ離職率が高く、施設の人材定着率の低
さが問題となっている。
２０００年の介護保険制度が施行され、要介護・要支援の認定者は増加を続け、そのサービス需要
に応えるため、介護職員数も１５年で約３．３倍となっている現状がある。
こんにちまで、介護等に対する意識は、「キツイ、キタナイ、キュウリョウヤスイ」、３Ｋ職場
と揶揄されるよう低かったと言わざるを得ない介護に携わる職員数が増加し、国民的な課題とし
ての介護問題が一般化していくことはわれわれの介護等への意識のハードルを下げることにも繋
がるが、仕事としての介護、福祉についての社会的な議論が停滞し、単に金銭的、財政的な問題
を理由に活性化しないことは大きな課題であると考える。
介護職員の就業形態は、非正規職員に大きく依存し、介護職員の年齢構成も施設等においては
３０歳から４９歳が主流であり、性別でみると女性の比率が高くなっている。
一方、介護職員の離職率の高さが指摘されていたが、平成１９年度の２１．６％から平成２７年度の
１６．５％まで低下してきているものの、全産業に比べると、まだ、やや高い水準となっており、他
の産業よりも離職率が高いのには変化はない。
しかし、福祉専門職として一つの勤務先に長期間勤務している職員がいるのも事実である。昨
今の福祉職の人材不足や離職率が高い状況の中で、一つの職場に継続的に勤務している職員には、
どのような要因があるのか等について明らかにしたいと考えた。
そこで本研究は、実際に医療・福祉現場において、長年継続して勤務している福祉専門職にイ
ンタビューを実施し、インタビューの分析を通して、継続的な勤務を可能とした理由、条件、そ
の背景を明らかにし、福祉専門職の人材の定着率の向上や施設職員の労働環境の改善のための方
策等について検討することを目的とする。
．研究方法等
本研究は、事例研究法を活用した。調査対象、具体的な調査方法については以下の通りである。
１．調査対象
Ａ県内の医療施設または福祉施設に勤務し、一施設に８年以上継続して勤務している福祉専門
職５名を調査の対象とした。対象者の概要は表－１の通りである。
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表－１ 対象者の属性
ID 性別 勤務先種別
現職場の
勤務年数
転職の
有無
転職
回数
資格等
Ａ 女性 軽費老人ホーム １６年目 無 ０回 社会福祉士・介護福祉士
Ｂ 男性 精神科病院 ９年目 有 １回 社会福祉士・精神保健福祉士
Ｃ 女性 特別養護老人ホーム １７年目 無 ０回 介護福祉士・介護支援専門員
Ｄ 女性 障害者支援施設 １７年目 無 ０回 介護福祉士
Ｅ 女性 養護老人ホーム １２年目 有 ２回 社会福祉士
２．調査方法
調査対象者に研究目的を説明し、調査の同意が得られた調査対象者に半構造化インタビューを
実施した。調査は対象者の勤務先、筆者らの所属する B大学で行った。調査に要した時間は、
対象者一人あたり概ね６０分である。インタビューの実施にあたり、調査内容を正確に記録するた
めに調査対象者に承諾を得たうえで ICレコーダーにて録音を行った。
インタビューの内容は、基本属性、継続的な勤務を可能にした理由、医療・福祉現場で福祉専
門職として働くことの意味、職場における人材づくりのための役割である。
３．分析方法
５名の調査対象者に対する半構造化インタビューで聞き取った内容を以下の方法で分析を行っ
た。
まず、調査対象者に対するインタビューで語られた内容を全て逐語化し、これをデータとした。
次に、逐語内容の中から「継続的な就労を可能にした理由」に関する文章に着目し、それらを抜
き出した。その後、意味内容の似通った記述を集めてサブカテゴリー化を行い、最後にそれらの
サブカテゴリーをまとめてカテゴリー化を行った。
４．倫理的配慮
調査対象者に対して文書と口頭で研究の趣旨と内容を説明し承諾を得た。また、得られた情報
は本研究以外には使用しないこと、個人情報等プライバシーの保護を約束し、調査を実施した。
．調査結果
本研究におけるインタビュー調査の結果については、以下の通りである。紙面の都合もあるた
め、一部を掲載するものとする。詳細内容については、結果をカテゴリー化した表－２を参照さ
れたい。
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１．継続的な勤務を可能とした理由
「継続的な勤務を可能とした理由」についての質問には、「休日が確保されている」「給料の面
は少し気にはします、そうですね、給料とか休日の取り方とか」という労働条件に関する意見や、
「自分がこうしたいなとか思ったことを達成できる環境があったこと、それは体制であったり、
風通しがいい相談・連絡・報告の流れがうまくいってる」、「人にやさしい職場、体調が悪くても
家庭のことを配慮してくれる」などの施設の体制や風土、人間関係に関する意見が聞かれた。ま
た、「自分の場合は、役職がずっと変わっているということは大きかったかなと。介護職を１７年
というよりは、介護職で入って生活相談員になって、介護支援専門員になって、介護主任になっ
てと、また役職が変わってということなので、その都度求められることが変わったりとか、そう
いうのは同じ施設でずっと長く続けられるという要因にはなるのかなと。」というキャリアアッ
プに関する意見も聞かれた。その他、「保育園の園長から、（子どもは）お母さんの背中を見て成
長していくので、仕事をちゃんとしないとと言われて、踏みとどまることができた」、「義理の母
が近くに住んでいて、子どもをみてもらう環境がある。子どもが病気をしても預けられる環境が
ある」「実家から仕事に来てますので、家族の支えなんかもあるので、仕事に集中できると言い
ますか・・・そういうサポートのおかげで続いているのかなという気はします」などの家族や周
囲の人の理解やサポートについて語られた。その他、「続けられる理由としては、精神保健福祉
士になりいと思ってここに入ったこともあったので」等の自身の夢や目標に関する意見も聞かれ
た。
２．医療・福祉現場で福祉専門職として働くことの意味について
「医療・福祉現場で福祉専門職として働くことの意味」について、インタビューでは、「やっ
ぱり精神障害の人たちが地域でどれだけ私たちと同じように生活ができるようになるのかという
のを支援していくのが一つの大きな働いている意味というか、課されている課題みたいな感じに
最近思って」と、自分の目標を目指して利用者支援に取り組む思いが語られた。また、「色々な
人との出会いがあって、色んな人生との出会いがあって、色んな生き方とか価値観があって、色
んなものを見れてやりがいがあるんじゃないですかね。」のように、利用者の支援を通して学ぶ
ことを医療・福祉現場で働く意味として捉える意見も聞かれた。
また、「医療・福祉現場で福祉専門職として働くことの意味」については、１の「継続的な勤
務を可能とした理由」の問いに対する返答と重複する意見も多くみられた。
３．職場における人材づくり
人材づくりに関しては、「つながっていく感触、やっぱり実習生を育てることは、将来自分と
一緒に働く人を育てるという考えにいたって、それをつなげていきたい・・・福祉実践をつなげ
ていきたい気持ち・・・」や、「『精神保健福祉士になったらこんな楽しいことがある・・精神保
健福祉士になりたい』みたいなことを思ってもらえるような実習をしたいと最近思っていて、実
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習中きつければ、それは仕事を選ばないだろうし、なのでやっぱり、精神保健福祉士になるとこ
んなに楽しいことが待っているよとか、精神科病院って怖いようなイメージがまだまだあるんだ
けど、実はそうではなくて、こんないい所、言い方が変ですけど実際はもっと開かれた所なんだ
よみたいなことをやっぱり伝えて、どうにか同じ職種として頑張ってもらえないかなというのは
すごく考えて実習プログラムを組んだりとかします」という実習指導に関する思いや、「新人教
育とか人材育成とかに携わっているときに気を付けていることは、まずは働く目的を理解とか共
有して行うことの意味を見出していくこと、伝えていくこと」や、「自分たちがやっていること
は、その人の生活に関わることなんだよとか、人生に関わることなんだよということを伝えて」
など、職員の教育に関する思いが語られた。
表－２ 継続的な就労の要因に関するカテゴリー表
カテゴ
リー サブカテゴリー 具体的な回答
環
境
雇用環境 「休日が確保されている」、「給料の面は少し気にはします、そうですね、給料と
か休日だとか休日の取り方とか、そういうところは」
「正社員で保険もしっかりしている」、「人にやさしい職場、体調が悪くても家庭
のことを配慮してくれる」
職場の人間関係 「自分がこうしたいなとか思ったことを達成できる環境があったこと、それは体制
であったり、風通しがいい相談・連絡・報告の流れがうまくいってる」、「（同期
の職員）その人とはよく言ったり言い合ったりしながらやることで、どうにか（仕
事を）やれているかなという気はします」、「職員も少ないしお年寄りも少ないし
ですね。施設の規模も小さいので、その点お互い顔が見えるというか、気心が知れ
るという環境なので」、「頑張れる基礎は、職場の先輩が私に尽くしてくれるのを
見てきたから。他の職員さんが理解してくれているから続けられるのかもしれない
」、「話せる上司がいたり、同僚がいたり、その皆が同じ目的をもって、前向きに
いく環境があったこと」、「周りも応援してくれるし、何か体調が悪かったりして
も、分かってくれて職場として働きやすい」、「最初の職場でも色んな相談したり
とかもできていたので、そういうのもあるかなとは思うんですけど」
各専門職の専門
性・役割の相互
理解
「相談員という立場が確立されていて、介護の仕事もすることはないし、お互いの
職種がそれを理解していた。とても働きやすい環境であった」、「職種の理論とか
ちゃんと話し合えるというのが楽しかった」、「ここはちょっと相談員だからとか、
介護だからとか、看護師だからとかいう垣根があんまりないので、その点は一人の
職種だから何とか・・というのはないですね」
教育体制の充実 「それこそ、患者さんは私たちを選べないので、みんなが同じような支援ができな
いといけないと思うと、やっぱりいろんなことを聞いていかないといけないでしょ
うし、気づいたことがあれば声をかけてもらえたので、それはかなり支えにはなっ
たとは思います」、「理論と実践を教えてくれた専門職がいたということ」、「技
術も弱いし、なんでこうしないといけないかという理論も弱いんですね。でもそれ
をしっかり教えてくれたことで目的とかが明確になって、かつこれを続けることで、
この人の生活にどう影響するんだというビジョンが共有できたんですよね。だから
自分たちがやっている仕事に目的とか感じることができるし、誇りもそこらへんに
つながっているというのはありました。」
家庭環境 「自分が健康で特別病気もしなかったので離職するということはなかったですし、
親も仕事を辞めてまで介護をしないといけないとか、看病をしないといけないとい
う状態にはなりませんでしたので、それも一つ」、「この期間、特に結婚や出産し
たりというライフイベントが重ならなかったこともあって」
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環境
家族の理解 「義理の母が近くに住んでいて、子どもを見てもらう環境がある。子どもが病気を
しても預けられる環境がある」、「正直、業務としてはハードだと思う。私もそこ
までするとは思わなかったが、休日、夜間でも呼び出され、相談員は家族の代わり、
自分の私生活を割いてまで対応しなければならないこともある。そのことについて
夫が理解をしてくれている。」、「常に考えている。子どものことを考えると、こ
の仕事を続けていいのか」
職場外の友人・
先輩、恩師
の存在
「大学の友達は大きかった。同じ学びをした友達、やめたいときの相談に乗っても
らったり、アドバイスをもらったり、ばらばらの職場だけど、自分のことを分かっ
てくれる人がいるっていうことも続けられていることにつながる」、「卒業後もで
すね、それこそふとしたとき大学の先生に相談に行ったりとか」、「続けられた大
きい理由の一つは、大学で一緒に学んだ友達がいたり、先輩が結構多くて、ちょっ
と困ったときに相談ができたりとか励ましてもらったりとかというのは確かにあっ
たなと思いますし、大学に講義に来ていらっしゃる先生とかもいらっしゃって、現
場からですね。本当に困ったときにはそこに相談したりとか」、「学生時代の実習
指導から、大学卒業して、就職した後でも、何かあれば連絡して、どんなに忙しく
てもとことん話を聞いてくれた。今となって忙しい業務の中で話を聞いてくださっ
たことがわかる」
キャリアアップ 「介護職で入って生活相談員になって介護支援専門員になって介護主任になってと、
また、役職が変わってということなので、その都度求められることが変わったりと
か、そういうのは同じ施設でずっと長く続けられるという要因になるのかなと」、
「その前は、介護職で勤めてもう３年ぐらいしたら主任の役職がついて、その後多
分５年くらいしたら相談員の役職がついたので、ちょっとそういうのもあって、簡
単に辞められるという立場では」、「やはり責任がありますので、役職がついてい
る。そして、実習の担当とかもそうですし、その他も色々な係を担っている部分が
あるので、そこを放り投げて簡単に辞めるということはちょっとできないので」
職場外の活動 「外に出る仕事を私はいっぱい実は持っていて、外にいることが結構」、「それこ
そ、支援のことに関しては、もうやっぱりずっと協会の方に相談をしたりとかしま
す」、「家庭と仕事の両立、専門職能団体の研修など自己研鑽は自分にとって負担。
気持ちを奮い立たせてやっている感じ」
仕
事
へ
の
満
足
利用者が好き 「お年寄りが好きだったというところに戻るんですかね。何か楽しいですよ、やっ
ぱり」、「お年寄りと接していくことが好き、そのような経験を学生にしてほしく
て SVをしている。職場体験など、老人ホームやこの仕事は嫌だと思ってほしくは
ない」
介護・支援をし
たい
「今後も PSWから離れないとは思います」、「他のことをしたいと思わないんで
すよ。介護をしたいと思うから、給料が低いっていうのもそこまで不満もない」、
「うちを辞めても多分介護とかしか考えないですよね」、「重度の認知症状が出て
いる人に対して、この人にとって最後まで生き抜くところを支えたいとか」、「“介
護をしたい”って多分思っているからだと思うんですけど」「続けられる理由と
しては、やっぱり精神障害者の支援、精神保健福祉士になりたいと思ってここに入っ
たこともあったので」、「亡くなるときに『ああよかった』と思ってもらえるよう
なところにいたい」
仕事が好き・楽
しい
「それこそ、『あんなことしたい』『こんなことしたい』って患者さんが言われる。
じゃあそれをどうしていこうか、一緒にっていう多くを一緒に考えていく過程は本
当にすごく楽しいですし、それを叶えるためにじゃあ、こんなことを頑張っていこ
うっていうのを確認し合って、『じゃあ、頑張ってみる』って本人が言ってくれる
ことはすごくうれしい」、「利用者と接していて楽しいというのがあるので、多分
辞めたいというところにいかないのだと思います」、「根本的にこの仕事が好きだ
から。魅力がある仕事、勉強していきたい」、「なんかやっぱり楽しいなと」
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仕
事
へ
の
満
足
やりがいがある 「色々な人との出会い、色んな生き方、価値観があって、それを見れてやりがいが
あるんじゃないですかね」、「楽しいですよ。ま、きつい時もありますけど。利用
者とか職員に喜んでもらえば、やってよかったなと思うし、『よかったよー』と褒
められれば、また次も頑張ろうという気持ちにもなるし、そういう反応、リアクショ
ンがあるっていうのもですね、いいのかなと。」
仕事への適性 「利用者と直接関わる仕事だから続けられた」、「本当に入って何年目かのときに、
正直な話、天職だって多分思っていたんですよね」、「求められるものも多様だか
ら例えば一つ苦手なことがあっても、別にこういうとこが自分が得意だからこうい
うことを生かして、なんか職場に還元するとか利用者に還元するということもでき
るし、生活を支えるというのはいろんな視点があるので、これができないからダメ
とかいうのではなくて自分にもいろんな可能性があるんじゃないかな、できること
がなにかあると思うんですよね」、「ただ、それこそ人見知りではあるんですけど、
やっぱり一旦仕事のスイッチが入ると、そうも言っていられないですし、逆に、そ
れこそ PSWをやり出して、少し人見知りを克服できたような気はちょっとするの
で、そういう意味でも適性はあるかな」
夢
の
実
現
目標がある 「ある方に影響を受けて、福祉実践をつないでいきたいという気持ち、感銘を受け
てきた」
「ここ最近思っていることは、やっぱり精神障害の人たちが地域でどれだけ私たち
と同じように生活ができるようになるかというのを支援していくのがひとつ大きな
働いている意味というか、課されている課題みたいな感じに最近思って」
人を育てる 「つながっていく感触、やっぱり実習生を育てることは、将来自分と一緒に働く人
を育てるという考えにいたって、それをつないでいきたい」、「“PSWになったら
こんな楽しいことがある・・、PSWになりたい”みたいなことを思ってもらえる
ような実習をしたいと最近思っていて、実習中きつければ、それは仕事を選ばない
だろうし、なので、やっぱり PSWになると、こんな楽しいことが待っているよと
か、精神科病院って怖いようなイメージがまだまだあるんだけど、実はそうではな
くてこんないいところ、言い方変ですけど、もっと開かれた所なんだよみたいなこ
とを、やっぱり伝えて、どうにか同じ職種として頑張ってもらえないかなというの
は、すごく考えて今はやってて、実習プログラムを組んだりとかします。」
職
場
へ
の
思
い
採用への感謝 「採用された時は何ができるわけでもなく、飛び抜けて何かできる訳でもないけれ
ども、そういう私を採用してくれたこと、それに対しての感謝の気持ちはやっぱり
ありますよね。自分が選んだ、選んできたというより選ばれて」、「選んだという
より選んでもらったっていう、そっちの気持ちのほうが強いから選んでもらったか
らにはちゃんとしたいなって、そういう気持ちはやっぱりありますね」、「辞めた
いタイミングもあって、産休もあまり取れなくて、子どものことを思えばもうちょっ
と時間をとればよかったが、恩を返さなければならいので」、「（先人の実践を）
それを引き継げてはいないが、そういうことが私の基礎的な部分にある」
求められること
に応える姿勢
「そうですね、やっぱり仕事を任せられたりとか、こういうのをして欲しいと求め
られるということは、やっぱりそれだけ自分が必要とされていたりとか、頼りにさ
れているわけで、それもこの施設の理念とかとちょっと関係してくるとは思うんで
すけど、そういうふうに求められれば、それに応えるように頑張ろうと思ってやっ
てきました」、「やはり採用してもらったからには、その採用の期待に応えるだけ
の働きをする必要があると思っているので、例えば相談員だからこの仕事はするけ
どこの仕事はしませんとか、これは私の仕事ではないというふうには考えないよう
にしてきました」
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．考 察
本研究におけるインタビュー調査の結果について、それぞれを逐語化しコード化を行い、意味
内容の似通ったコードを集め、サブカテゴリー化、カテゴリー化を行った（表－２）。
これらの分析の結果、継続的な就労を可能にした理由として、【環境】、【仕事への満足】、【夢
の実現】、【職場への思い】の４つのカテゴリーが生成された。
【環境】カテゴリーは、『雇用環境』『職場の人間関係』『各専門職の専門性・役割の相互理解』
『教育体制の充実』『家庭環境』『家族の理解』『職場外の友人・先輩、恩師の存在』『キャリア
アップ』『職場外の活動』の９サブカテゴリーで構成された。
【仕事への満足】カテゴリーは、『利用者が好き』『介護・支援をしたい』『仕事が好き・楽し
い』『やりがいがある』『仕事への適性』の５サブカテゴリーで構成された。
【夢の実現】は、『目標がある』『人を育てる』の２サブカテゴリー、【職場への思い】カテゴ
リーは、『採用への感謝』『求められることに応える姿勢』の２サブカテゴリーで構成された。
１．「継続的な就労」を支えるカテゴリーの分析
１）環境
近藤（２０１６）は介護職員の職務継続意識に影響を与える要因として「仕事への満足」「待遇へ
の満足」「人間関係が良い」「環境変化」などがあると述べている。また、原野ら（２００９）も介護
福祉の仕事を継続している理由として、「労働条件」「職場のよい人間関係」「やりがい」「人が好
き」などがあることを示唆している。このように継続的な就労を可能にしている理由として、職
場環境や良好な人間関係が挙げられる。本研究のインタビューでも「相談員という立場が確立さ
れていて、介護の仕事もすることはないし、お互いの職種がそれを理解していた。とても働きや
すい環境であった」や「相談員だからとか、介護だからとか、看護師だからという垣根があん
まりないので、その点は一人の職種だから…いうのはないですね」という意見が語られていて、
それぞれの専門領域において仕事がなされることに加え、職場内での横断的な業務が行われてい
るということから職務継続につながったと考えられる。また、「……話し合えるというのが楽し
かった」と語っているようにコミュニケーションが充分にとれることは職場の人間関係を良好
にすることにつながり、これは身体的・精神的なストレスが多い医療・福祉現場に勤務する職員
にとっては重要な要素であると思われる。
一方で、医療・福祉現場には多くの専門職がいるため、患者や利用者に対してチームとしての
支援が求められる。これについてはＢ氏が「患者さんは私たちを選べないので、みんなが同じよ
うな支援ができないといけないと思うと、やっぱりいろんなことを聞いていかないといけないで
しょうし、気づいたことがあれば声をかけてもらえたので、それはかなり支えになったと思いま
す」と述べているように、仲間からのアドバイスや助言などがあることで他の職種の役割の相
互理解がなされ、利用者への質の高い支援を提供することにつながると思われる。また、利用者
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に対する支援内容の違いを最小限にするためにも技術面においては理論に裏付けられた実践が求
められると言えるだろう。これについてはＣ氏が「技術も弱いし…理論も弱いですね。でもそれ
をしっかり教えてくれたことで目的とかが明確になって、…ビジョンが共有できたんですよ。だ
から自分たちがやっている仕事に目的とか感じることができるし、誇りにもつながっているとい
うのはありました」と語っているように他の専門職のアドバイスは仕事を行う上で自信につな
がったことが伺える。
また、継続した就労には身体的・精神的な要因とともに専門職として自分の思いが実践できる
ということも大きく影響すると考えられる。それはＣ氏が「介護職で入って生活相談員になって
介護支援専門員になって…。役職が変わって、その都度求められることが変わったりとか、そう
いうのは同じ施設で長く続けられる要因になるのかな」と語っているように、福祉専門職とし
て経験を積み、職場において役職が変わっていくことはキャリアアップにもつながり、仕事への
モチベーションも上がると思われる。さらにＡ氏が「責任がありますので役職がついている。実
習の担当とかもそうですし、その他も色々な係を担っている部分があるので、そこを放り投げて
簡単に辞めるということはちょっとできない」と述べているように、役職が変わり責任のある
仕事につく（例えば実習担当者）と無責任な行動はとれないという意見もあり、退職を考えたと
しても実習生への指導などのように人材養成を考えると「若い人を育てたい」との思いから継続
した就労につながると考えられる。
以上のように継続的な就労の要因としての「環境」は、雇用条件、仕事の内容、職場の人間環
境を取り上げた先行研究が多く、本研究でもこれは同様であった。
しかし、本研究では、先行研究では見られない「家族・家庭」についての意見も多く語られた。
「家庭環境」について、調査対象者それぞれの状況があり、結婚の有無、子どもの有無、親と同
居の有無等の家庭環境は異なっていた。自分や家族が健康であることや、仕事の継続に支障があ
るような結婚、出産などのライフイベントが重ならなかったこと、同居する家族に家事の協力が
得られたこと等が語られた。「実家から仕事に来ていますので、家族の支えなんかもあるので、
仕事に集中できるといいますか・・・そういうサポートのおかげで続いているのかなという気は
します」の意見もあるように、安定した家庭環境は仕事を継続するうえで重要であることが推
察できた。
安定した家庭環境は、他領域の就労継続においても重要であると思われるが、特に医療・福祉
領域においては、変則的な勤務時間のために不規則な生活となる。よって、生活の基本となる家
庭が安定していることは、仕事を継続する上で大きな要因になるのではないだろうか。
「家族の理解」については、特に子育て中のＥ氏から主に語られ、「義理の母が近くに住んで
いて、子どもをみてもらう環境がある。子どもが病気をしても預けられる環境がある」と、家
族に協力を得ることではじめて、就労することが可能となる状況がうかがえた。一方で、「常に
考えている、子どものことを考えるとこの仕事を続けていいのか・・・」という意見から、子
育てと仕事の間で葛藤を抱いていることが考えられた。勤務時間外であっても、緊急時の対応な
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ど、昼夜問わず利用者の支援を担う施設の生活相談員の役割と、母親としての自身の在り方につ
いて複雑な思いを抱えながらも、保育サービスを活用することや家族の理解を得ることで、仕事
を継続している背景がうかがえた。
職場外の環境について、職場内での研修等の教育体制については先に述べたが、今回のインタ
ビューでは、職場外での研修や職能団体の活動についても言及され、サブカテゴリーとして生成
された。日々の業務と、家事や育児で時間に追われる中で、「専門職能団体の研修など自己研鑽
は自分にとって負担、気持ちを奮い立たせてやっている感じ」と率直な意見が聞かれたが、“自
分を奮い立たせて”勉強会や研修等に参加し、新たな知識や情報を得ることで、職場内の課題を
客観的に捉え直すことができ、新たな士気を醸成させることに繋がっているのではないだろうか。
職場外の活動は、先行研究でも確認されなかった内容であった。
研修に参加したり、職能団体をはじめとする職場外での活動を行ったりすることは、新たな情
報や人脈を得る機会であり、自己研鑽につながっていくと思われる。インタビューでは、現場で
難しいケースを担当した場合、職能団体の仲間や先輩に相談をすることもあるという意見が聞か
れた。
２）仕事への満足
継続した就労の要因となっているものの第二は「仕事への満足」である。これについては近藤
（２０１６）の調査結果にもあるように「利用者が好き」「仕事が好き・楽しい」「介護・支援をした
い」などがある。本研究のインタニューにも「お年寄りが好きだから…楽しいんですよ、やっぱ
り」「お年寄りと接していくことが好き…」とあるように、福祉領域、とりわけ介護職は直
接的な介護において利用者と関わる機会が多く、対象者が高齢者であればなおさら、継続した就
労を通して利用者の人生に寄り添うことで、それが自己の成長にもつながっていると思われる。
これは「他のことをしたいとは思わない。介護をしたいと思うから…」「認知症状が出ている
人に対して、…最後まで生き抜くところを支えたい」「介護したいと思っているから…」と
いうことからも理解できる。
「仕事が好き・楽しい」サブカテゴリーは、「就労継続」の点で大きな動機になっていると思
われる。今回は着目しなかったが、インタビューの中では、仕事の大変さについても語られた。
しかし、「仕事が好き・楽しい」という思いは、その大変さを払拭できるほどの力があり、この
力には、全員から語られた「利用者が好き」という思い、つまり「利用者が好き」サブカテゴリー
が大きく関連しているのではないかと考える。利用者が好きであり、利用者を支援したいという
思いがあり、実際に利用者に関わることに楽しさを感じ、そのため、「仕事をすることが好き・
楽しい」という思いにつながっているようにうかがえた。インタビューでは、「利用者と接して
いて楽しいというのがあるんですよ。なので、多分辞めたいというところにいかないのだと思い
ます」という声が聞かれた。
介護福祉の領域に限るが、先行研究でも「やりがい」「働きがい」が仕事の継続に関して要因
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になるとされる（壬生２０１６）。また、大和（２０１０）は、介護労働者の職務満足度には、仕事の内
容ややりがいが賃金よりも大きな影響を与えることを示した。大和は、単に食事・排泄、入浴な
どの支援を行うだけではなく、利用者の生活全般を支えていること、利用者の人生に寄り添い、
そこに仕事への意義や誇りを見出せるかどうかが就業継続に影響を与えていると述べている。
本研究の対象者は、介護福祉士だけではなく、高齢者施設で生活相談員をする社会福祉士や精
神科病院勤務の精神保健福祉士であり、長期に渡り医療福祉分野で専門職として仕事を継続して
いる。インタビューでは、仕事のやりがいについて語られ、「色々な人との出会いがあって、色
んな生き方とか価値観があって、色んなものを見れてやりがいがあるんじゃないですかね」や、
「楽しいですよ。ま、きつい時もありますけど。利用者とか職員に喜んでもらえば、やってよかっ
たなと思うし、『よかったよー』と褒められればまた次も頑張ろうという気持ちにもなれるし」
という声が聞かれ、調査対象者はそれぞれ環境は異なるが、今の環境の中で、自分なりの「やり
がい」を見出していることが推察された。
３）夢の実現
利用者の支援において、目標があることは重要であるが、今回のインタビューでは、介護福祉
士、社会福祉士、精神保健福祉士として理想の支援を行うことを目標に、その目標に達すること
ができるよう利用者の支援に取り組んでいる思いが語られた。「亡くなるときに『ああよかった』
と思ってもらえるようなところにいたい」「ある方に影響を受けて、福祉実践をつないでいき
たいという気持ち（がある）、感銘を受けてきた」など、自身の目標に近づけるように仕事に
取り組んでいるという意見や、先輩が自分に伝えてくれた社会福祉実践を後輩につないでいきた
いという思いを抱き、日々の実践を行っているという意見も聞かれた。
さらに「人を育てる」ということで、「つながっていく感触、やっぱり実習生を育てることは、
将来自分と一緒に働く人を育てるという考えにいたって、それをつないでいきたい」、「“精神
保健福祉士になったらこんな楽しいことがある、精神保健福祉士になりたい”みたいなことを思っ
てもらえるような実習をしたいと最近思っていて、実習中きつければ、それは仕事を選ばないだ
ろうし、なので、やっぱり精神保健福祉士になると、こんな楽しいことが待っているよとか、精
神科病院って怖いようなイメージがまだまだあるんだけど、実はそうではなくてこんないいとこ
ろ、言い方変ですけど、もっと開かれた所なんだよみたいなことを、やっぱり伝えて、どうにか
同じ職種として頑張ってもらえないかなというのは、すごく考えて今はやって、実習プログラム
を組んだりとかします。」というようなことも語られた。
今回の対象者のほとんどが、各資格の実習指導者の要件を満たしていることから、実際に実習
指導の現場において、学生へのスーパービジョン等の役割を担っており、「人を育てる」ことに
ついての使命感も現場実践の積み重ねから培われてきていることが伺えた。
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４）職場への思い
本研究の結果において特徴的なのは「職場への思い」である。近藤（２０１６）は介護職員には離
職願望がありながらも「辞めるほどではなかった」「辞めたい気持ちが一時的だった」など職務
を継続するうちに気持ちに変化があることを示唆している。
本研究のインタビューからは、採用されたことへの感謝に加えて、「求められれば、それに応
えられるように頑張ろうと思ってやってきました」「やはり、採用してもらったからには期待
に応えるだけの働きをする必要があると思っているので…」と職務をマニュアルに沿って行な
うだけではなく、求められることに応えたいという積極的姿勢が伺える。継続した就労ができる
ためには、確かに雇用環境や良好な人間関係、仕事への満足などの影響もあるがそれにも勝って、
職員個々の職務に対する価値によることが大きいと思われる。
２．就労継続の要因の関連性
以上のように、福祉専門職が長期間の継続的な就労を可能とする要因として、雇用環境、職場
の人間関係が良好であることやスーパービジョン等の教育体制、キャリアアップ等の人材育成体
制が構築されていることが挙げられた。
また、家庭環境が安定していること、子育て世代においては、配偶者や家族の仕事への理解と
協力、保育所等のサービスの活用等を含めた【環境】が重要であることが明らかになった。
次に、利用者が好きであり、支援がしたいという思いから、仕事が楽しくやりがいを感じる【仕
事への満足】も全員から語られた。そこでは仕事への自らの興味関心や適性などについて自己覚
知することや仕事に対する納得、専門職として自己を肯定する、認める等が欠かすことができな
い要因として見ることができよう。
そして、【夢の実現】は、形は異なるがそれぞれに夢、目標を持っており、その達成のために
仕事に取り組み続ける姿が伺えた。これは専門職としての自己実現への内発的動機として捉える
ことができ、価値、倫理を基盤として専門職として成長したいという姿であった。
最後に【職場への思い】は、先行研究では見られなかった点である。本研究では、採用に対す
る感謝の気持ちや自分を育ててくれた先人の専門職への恩返しという気持ちを持ち続け、その思
いが、職場の期待に応えたい、職場のために頑張りたいというロイヤリティに繋がり、継続的な
勤務に関連していることが伺えた。
これらのことから、就労継続においては、外的な要因として、職場における円滑な人間関係の
構築、スーパービジョン等の研修教育体制の充実、職場外の家族の理解と社会資源の活用が挙げ
られた。また、内的な要因として、専門職としての自己実現、専門性の向上が挙げられ、その双
方がバランスよく発展した先に職場への思いがあり、職場へのロイヤリティの高さが継続的な勤
務を可能にすることが考えられる。そのため、今回、カテゴリー化された４つの領域の一つひと
つの課題が解決されるばかりではなく、４つの領域が相互に関連しあい、バランスが取れること
が重要となるであろう（図－１）。
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本研究においては、領域の異なる対象者を勤務年数という枠組みの中で切り取り、その継続的
な就労をもたらす背景、要因について検討を加えてきた。福祉専門職の職域が拡大する中で、対
象領域の違いや取得資格及び職種によって、職務・雇用状態等が大きく異なる。今後は、それぞ
れの領域における就労・雇用状況等について検討することが課題となる。
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